
田市が発注する建設工事等の契約からの暴力団排除に関する協定書 

 

 田市長（以下「甲」という。）と岩槻警察署長（以下「乙」という。）とは、

市が発注する建設工事等の契約から暴力団を排除するための措置等に関し、次のと

おり協定を締結する。 

 （趣旨） 

第１条 この協定は、市が発注する建設工事等の契約から暴力団関係業者を排除す

るための措置に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この協定において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に

定めるところによる。 

（１）建設工事等の契約 建設工事の請負、業務の委託、物品の購入及び賃貸借、

その他の契約をいう。 

（２）有資格業者 田市建設工事等指名競争入札参加者の資格等に関する規程

（平成１６年１１月３０日訓令第１７号）に基づき建設工事等の競争入札に参

加する資格を有する者をいう。 

（３）有資格業者の役員等 有資格業者が法人の場合は役員（非常勤役員を含

む。）並びに支配人及び支店又は営業所の代表者、個人の場合は支配人及び支

店又は営業所の代表者をいう。 

（４）使用人 有資格業者に雇用される者で前号以外の者 

（５）暴力団 その団体の構成員が集団的に又は常習的に暴力的不法行為等を行う

ことを助長するおそれがある団体をいう。 

（６）暴力団関係者 暴力団の構成員及び暴力団に協力し、又は関与する等これと

交わりを持つ者をいう。 

（７）暴力団関係業者 暴力団と関係を有する有資格業者をいう。 

 （暴力団関係業者に係る照会及び回答） 

第３条 甲は、有資格業者が次の各号の一に該当する疑いがあるときは、乙に対し、

照会書（様式第１号）により照会するものとする。 



（１）有資格業者又は有資格業者の役員等が暴力団関係者であるとき又は暴力団関

係者が有資格業者の経営に事実上参加しているとき。 

（２）有資格業者又は有資格業者の役員等が、自社、自己若しくは第三者の不正の

利益を図り、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団の威力又は暴力

団関係者を利用するなどしているとき。 

（３）有資格業者又は有資格業者の役員等が、暴力団又は暴力団関係者に対して資

金等を供給し、又は便宜を供与するなど積極的に暴力団の維持、運営に協力し、

若しくは関与しているとき。 

（４）有資格業者又は有資格業者の役員等が、暴力団又は暴力団関係者と社会的に

非難されるべき関係を有しているとき。 

（５）有資格業者又は有資格業者の役員等が、暴力団関係者であることを知りなが

ら、これを不当に利用するなどしているとき。 

（６）有資格業者又は有資格業者の役員等若しくは使用人が業務に関し、暴行、威

圧する言動その他の不当な手段により、違法な行為を行ったとして暴行等によ

り逮捕され、又は逮捕を経ないで公訴を提起されたとき。 

２ 乙は、前項の照会に基づき、前項各号の一に該当するか否かについて、甲に対

し、回答書（様式第２号）により回答するものとする。 

 （契約の相手方に対する指導） 

第４条 甲は、建設工事等の契約の相手方が暴力団関係者又は暴力団関係業者から

当該契約の履行に関し妨害を受けたことを認知したときは、当該契約の相手方に

対し、警察への被害届の提出等適切な対応を行うよう指導するものとする。 

２ 甲は、建設工事等の契約の相手方に対し、暴力団関係者による暴力的要求行為

等不法不当な要求は毅然として拒否するとともに、被害が発生し、又は発生する

おそれのあるときは、警察に通報し、捜査上必要な協力を行うよう指導するもの

とする。 

 （相互の通知） 

第５条 甲は、第３条第２項の規定による回答書に基づき指名除外の措置を行った

とき又は前条の規定に基づき指導を行ったときは、乙に対し、速やかにその結果



を通知するものとする。 

２ 乙は、市の締結する契約から暴力団関係業者を排除する上で必要があると認め

るときは、甲に対し、所要事項を通知するものとする。 

３ 乙は、第３条第２項の規定による回答書において、同条第１項各号に該当する

ものとして回答した有資格業者が、当該事由に該当しなくなったと認めるときは、

その旨を甲に対し、文書により通知するものとする。 

 （定めのない事項等） 

第６条 この協定に定めのない事項又はこの協定に定める事項に疑義が生じたとき

は、甲乙がその都度協議して定めるものとする。 

 （効力の発生時期） 

第７条 この協定は、締結の日から効力を生ずるものとする。 

 

この協定を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、それぞれその１

通を保有する。 

 

平成１９年１１月１３日 

 

                 田市大字黒浜２７９９番地の１ 

甲 

                 田市長 中 野 和 信 

 

 

さいたま市岩槻区大字岩槻５１０６番地 

乙 

                岩槻警察署長 小 貝  寛 



様式第１号（第３条第１項関係） 

第   号 

  年  月  日 

照   会   書 

商号又は氏名  

所 在 地  

役 職 名 氏  名 生年月日 住     所 

    

    

    

    

    

 

照会事項 

「田市が発注する建設工事等の契約からの暴力団排除に関する

協定書」第３条第１項各号のいずれかに該当するか否か。 

 

 

備  考 

 

 

上記のとおり照会します。 

 

     岩槻警察署長 様 

 

                 田市長 

 



様式第２号（第３条第２項関係） 

第   号 

  年  月  日 

回   答   書 

 

商号又は氏名 

 

 

 

 

 

所 在 地 

 

 

 

 

 

代 表 者 

 

 

 

 

 

照会にかかる 

調 査 結 果 

 

 

１  第  号に該当する。 

２  該当しない。 

 

 

備  考 

 

 

上記のとおり回答します。 

 

     田市長 様 

 

              岩槻警察署長 

 


